
中 ザ
フ L 者100万人実徹い:入

が贈られました。

〃 :″
ア
轟あ花と風薫る郷から…

高森温泉館の入湯者力ち月
(1日平均1,100人

この日 1

家族5

まして、まさ 00万人目だと

日目にして100万人を達成しました。
では最短 ?人気も最高 !

ん (福岡から

んは4

100万人目とな 今村田丁
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温
泉
館
は
、
平
成
六
年
十

一
月
十
日
町
民

の
期
待
を

一
身
に
背
負

っ
て
オ
ー
プ
ン
。
温

泉
ブ
ー
ム
の
中
、
観
光
と
町
民
の
福
祉
を
兼

ね
備
え
て
の
門
出
。

公
営
温
泉
が
各
地
に
で
き
、
利
用
客
の
大

幅
な
減
少
が
心
配
さ
れ
る
中
で
、
当
館
は
、

五
～
六
バ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
で
抑
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
よ
り

一
層
の
サ
ー
ビ
ス

な
り
ま
す
。

阿
蘇
十
二
か
町
村
で
作
っ
た
劇
映
画

「原
野
の
子
ら
」
の

上
映
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
、
本
町
に
お
い
て
は
、
五
月
十

六
日
の
草
部
中
体
育
館
、
二
十
三
日
の
高
森
東
小
体
育
館
、

二
十
四
日
、
高
森
中
体
育
館

（
二
回
）
で
計
四
回
の
上
映
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
の
会
場
も
満
員
で
延
べ
千
八
百
人
も
の
人

が
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
草
部
地
区
、
野
尻
地
区
に
お
い

て
は
、
住
民
の
約
半
数
が
鑑
賞
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

上
映
の
ト
ツ
プ
を
切
っ
て
行
わ
れ
た
草
部
会
場
で
は
中
山

監
督
、
主
演
の
鳥
飼
美
帆
さ
ん
が
約

一
年
間
に
及
ぶ
撮
影
で

の
思
い
出
な
ど
を
話
さ
れ
、
そ
の
後
の
上
映
会
で
は
吉
見
神

社
な
ど
の
シ
ー
ン
で
は
感
激
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
ま
た
、

野
尻
の
上
映
会
で
は
、
自
宅
が
撮
影
現
場
と
な
り
ま
し
た
、

古
澤
信
幸
さ
ん
夫
妻
ら
が
感
激
深
げ
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
映
画
を
通
し
て
、
自
然
や
伝
統
文
化
の
大
切
さ
、
本

当
の
豊
か
さ
と
は
、
本
当
の
人
の
幸
せ
と
は
何
か
を
痛
切
に

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
阿
蘇
の
す
ば
ら
し
さ

を
全
国
に
発
信
し
た
こ
と
で
し
よ
う
。

※
上
映
に
あ
た
り
各
地
で
の
会
場
の
設
営

・
前
売
り
券
の
販

売
等
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

高
森
町
劇
映
画

「原
野
の
子
ら
」
を
成
功
さ
せ
る
会
事
務
局

夕
ま
つ
り
は
ラ
イ
ト
ア
ツ
プ

湧
水
公
園
が
装
い
も
新
た
に
登
場
し
ま
し
た
。
電
気
設
備
工

事
が
終
了
し
夜
の
湧
水
公
園
を
引
き
立
て
て
い
ま
す
。

日■駆

花束を受ける中山監督と主演の鳥飼さん

車部中体育館(草部地区) 吉見神社の撮影シーン 役場職員も会心の演技 東小体育館(野尻地区)
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にソ
森林資源保護・自然環境保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

:・

・
、ヽ

ライトアップされた夜の公園

今年亀ご協力を
今年度は高森町合併40周年記念行事とし

て湧水公園で7月 5日から7日 まで七夕まつり
が盛大に行われます。皆様のお越しをお待ち
しています。
事業所・学校・保育園・幼稚園などに七夕飾

りをお願いしました。 トンネル内を七夕飾り
でおおい、)京を楽しみましよう。

一■
■

水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。
伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。
老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。
勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。
スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

１

２

３

４

５

町
民
憲
章

昨年の七夕飾り

′97

平
成
９
年
６
月
５
日
発
行

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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Interna
Relatio

際こ
こ
ろ
と
心
の

ふ
れ
合

い
を
目
的

に

四
月
二
十
六
日
午
後
三
時
か

ら
、
高
森
中
学
校
体
育
館
で
、
英

語
劇

「オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
の
上

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

貸
付
制
度

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

は
、
交
通
遺
児
等

へ
の
育
成
資
金

の
貸
付
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
動
車
事
故
が
原
因

で
死
亡
し
た
方
、
ま
た
は
重
度
の

後
遺
障
害
が
残

っ
た
方

の
子
弟

で
、
零
歳
か
ら
中
学
生
の
子
ど
も

を
対
象
に
、
無
利
子
で
貸
し
付
け

る
制
度
で
す
。

一
時
金
十
五
万
二
千
円
、
月
額

一
万
九
千
円
、
入
学
支
度
金

（小
・

中
学
入
学
時
）
に
四
万
三
千
円
と

な

っ
て
い
て
、
返
済
期
間
も
長
く

（二
十
年
以
内
）
安
心
し
て
借
り

ら
れ
る
制
度
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
自
動
車
事
故

対
策
セ
ン
タ
ー
熊
本
支
所
皿
０
９

６
・
３
２
２
・
５
２
２
９
ま
で
。

演
が
あ
り
、
約
四
百
人
の
観
衆

は
、
小
中
学
生
の
演
じ
る
役
柄
、

英
語
の
セ
リ
フ
の
立
派
さ
に
感
心

し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
際
交
流
事
業
の

一

環
と
し
て
三
年
前
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
年
も
ア
メ
リ
カ
の

「ミ
ズ
ラ
ー
子
ど
も
劇
場
」
か
ら
女

優
の
ノ
エ
ル

・
ク
リ
ム
さ
ん

（初

来
町
）
と
男
優
の
ド
ナ
ル
ド

・
モ

グ
ス
タ
ツ
ト
さ
ん
（
一
回
目
の
「ピ

ノ
キ
オ
」
、
昨
年
の

「ジ
ャ
ツ
ク
と

豆
の
木
」
に
続
い
て
の
来
町
）
の

英
語
指
導
で
町
の
小

・
中
学
生
の

子
ど
も
た
ち
が
英
語
劇
を
と
お
し

て
外
国
の
人
々
と
の
心
の
ふ
れ
合

い
や
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
心

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
練
習

・本
番

と
思
う
存
分
の
力
を
発
揮
し
、　
一

生
懸
命
演
じ
て
い
ま
し
た
。

三
月
か
ら
始
ま
っ
た
練
習
に
は

各
学
校
単
位
で
英
語
の
先
生
方
や

Ａ

・
巨

・
Ｔ

（英
語
指
導
助
手
）
の

エ
ー
ミ
先
生
の
ご
協
力
の
中
、
夜

遅
く
ま
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し

た
。
合
同
練
習
は
二
十

一
日
か
ら

の
五
日
間
と
短
か
か

つ
た
に
も
か

放
送
大
学
平
成
九
年
度
第
二
学
期

（十
月
授
業
開
始
）学
生
募
集

放
送
大
学
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

は
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

（テ
レ
ビ
）
、

オ
ー
デ
イ
オ
テ
ー
プ

（ラ
ジ
オ
）
を

視
聴
し
て
学
習
を
行
い
ま
す
。

十
八
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
入
学
で
き
、　
一
科
目
だ
け
で

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
募
集
学
生
　
選
科
履
修
生

（
一

年
間
在
学
す
る
学
生
）
・科
目
履
修

生

（半
年
間
在
学
す
る
学
生
）

○
出
願
受
付
　
平
成
九
年
七
月
十

五
日

（火
）
か
ら
平
成
九
年
八
月

十
五
日

（金
）

募
集
要
項
を
無
料
で
お
送
り
し

て
お
り
ま
す
。
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電

話
で
請
求
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
せ
先

放
送
大
学
学
園

皿
０
４
３

・
２
９
８

・
４
２
０
１

公
演
大
成
功

か
わ
ら
ず
、
本
番
で
は
大
き
な
声

で
堂

々
と
演
じ
て
い
ま
し
た
。
公

演
は
、
大
成
功
。

こ
の
成
功
で
、
子
ど
も
た
ち
は

大
き
な
自
信
と
、
こ
こ
ろ
と
心
の

ふ
れ
合
い
に
よ
る
真
の
友
情
を
得

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
成
長

し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て

大
き
な
宝
物
と
な

っ
た

こ
と

で

し
よ
う
。

来
年
の
公
演
を
今
か
ら
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
六
月
二
十
七
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

一
階
の
林
業
相
談
室

入
札
結
果

（吾
万
円
以
上
）

□
工
事
名
　
上
村
配
水
池
導
水
管

布
設
工
事

□
工
　
期
　
五
月
二
十
七
日
か
ら

八
月
十
五
日
ま
で

□
金
　
額
　
五
百
十
二
万
四
千
円

□
請
負
者
　
嶋
田
電
工
社

一ゴ

ゎ〃
鵬
編
集
後
記

―

興 堂
々
Lし
し
た
演
技
で

」

台本による練習風景 林業総合センター

熱心な指導の ドナル ドさん (左)ノ エルさん (右 )

列
¬ゞ
ハ

の

●  ●

●●
診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

６
月
１５
日
　
立
野
病
院

Ｔｅ‐
⑧

０
１
１
１

６
月
２２
日
　
み
な
み
阿
蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｔｅ‐
⑦

２
０
３
０

６
月
２９
日
　
藤
本
医
院

Ｔｅ‐
⑦

Ｏ
０
２
０

７
月
６
日
　
平
田
医
院

Ｔｅ‐
②

０
２
１
６

７
月
１３
Ｈ
　
馬
原
内
科
医
院

Ｔｅ‐
②

０
６
４
６

７
月
２０
日
　
東

医

院

Ｔｅ‐
⑦

０
３
０
９

７
月
２１
日
　
中
村
医
院

Ｔｅ‐
⑦

２
３
３
３

私
、
う
か
つ
に
も
風
邪
を
引

い

て
し
ま

い
ま
し
た
。
よ
り
に
よ

っ

て
入
稿
の
前
々
日
で
す
。
ま
だ
肝

心
な
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
出
来
て

い
ま
せ
ん
。
あ
あ
き

つ
い
。
今
月

号
か
ら
は
少
し
ず

つ
個
性
を
と
思

い
ま
し
た
が
、
無
理
で
す
。
早
く

帰

っ
て
寝
た

い
の
で
す
が
…

先
月
号
で
は
新
し
い
先
生
方
の

抱
負
や
高
森
の
感
想
を
記
載
し
ま

し
た
。
ま
た
今
月
は
、
「原
野
の
子

ら
」
を
鑑
賞
し
て
、
あ
ら
た
め
て

高
森

の
自
然

（阿
蘇

の
雄
大
さ
）

の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
河
川
、
山
等
に

容
赦
な
く
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
山

を
見
る
と
、
人
間
の
つ
ま
ん
な
さ

も
感
じ
ま
し
た
。
　

　

　

田
　
浩

*都合により変更になる場合があります。広報たかもり

テレホンサービスでお確かめください。 ②-2222

記念撮影 参加者は、高森町の全小中学校からの計82名
(2)

/1民 ヽ・`°′  今度の温泉館体館日 6月 18日 (水 )
毎月第 3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合は

開館して、次の日が休館日となります。

おめて

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>甲斐正志 甲斐孝子 後藤富

夫 岩下義人 那須哲憲 住吉邦雄 伊藤

新治 荒牧照男 本田嘉達 上田俊一 渡

邊和子 岩下郁子 甲斐各義 野尻チヨ子

今泉エツ子

1997.4月 受付分  敬称略

甲斐 毎義 親族 甲斐サカノ

野尻チヨ子 夫 野尻 秀雄

(4月 末日現在)

世帯数 2,595(+18)
男  3,856(+ 1)
女   4,169(- 2)

総 数 8,025(- 1)

■広報送料寄付

遠山 博昭 (熊本市長嶺町)

甲斐サエ子 (東京都田無市 )

甲斐  ミホ (熊本市清水町)

田辺 チホ (愛知県名古屋市)

人口の動き

おくやみ
もうしあげます

4/23

正太郎
奈 子

(

佛
¬P

節雄

岡1

女

　

女
　
女

父
母

父
母

父
母

獅

妻

父

母

母

母

夫

夫

夫

二

加

三

信

美

死
唯
捌
腋
懃
麟
鵬
杯今泉庄吉郎

赤ちゃん
たんじよう

すえながく
お幸せに

野尻  仁

(江藤)ゆ り

草部・社倉

高 千 穂 町

３

２

２

９

２

６

８

８

８

６

内倉 美幸ちゃん

(森) なt//3生
永島 奈穂ちゃん

(旭通)っぐ′/4生
三森 亜美ちゃん

(旭通) 4/18生

齢

０

７

８

１

４

鋼

８

８

９

８

８

者

工
喜

エ

ヱ

ョ

マ

保

ツ

ミ

キ

亡

夕

′
ミ

ス

所

留

町

村

在

神

町

　

倉

原

町

津

　

　

　

　

　

森

住

上

下

小

上

岩

下

　

社

灰

新

善意 の灯
ありがとうございました

(敬称略)

幸
子佐

正
美

御 遺 族

甲斐 正志

一
憲

子

治

子

子

子

俊

哲

信

新

和

郁

ツエ

田

須

牧

藤

邊

下

泉

上

那

荒

伊

渡

岩

今

休
日

在
宅
医

y

一　
″

椰
層
理「
哺
観「

「
「
コ

Ｅ
卜
」

趙

一機
，

ヽ

ヽ

ヽ

珈

・

姓

」

・
　

一
■



身
体
障
害
者
巡
回
相
談

熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所
主
催

に
よ
る
身
体
障
害
者
巡
回
相
談
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

●
日
　
時

七̈
月

一
日

（火
）

正
午
か
ら
午
後
二
時

●
場
　
所

高̈
森
町
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー
（役
場
隣
り
）

●
相
談
内
容

厚̈
生
相
談

（医
療

・

職
業

・
生
活
）
、
補
装
具
の
交

付

・
修
理
に
関
す
る
相
談
な
ど

精
神
薄
弱
（児
）者
巡
回
相
談

熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所
に
よ

る
精
神
障
害

（児
）
者
巡
回
相
談

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
日
　
時

七̈
月
二
十
三
日
（水
）

午
前
十
時
か
ら
正
午

午
後

一
時
か
ら
二
時

●
場
　
所
一高
森
町
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー
（役
場
隣
り
）

●
相
談
内
容

日̈
常
生
活
、
医
療
、

年
金
、
就
労
、
施
設
入
所
、
施

設
療
育
手
帳
中
請
な
ど

※
い
ず
れ
の
相
談
も
予
約
制
と

な

っ
て
い
ま
す
の
で
六
月
二
十
二

日

（月
）
ま
で
町
役
場
町
民
福
祉

課
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
０

・

１
３
１
）

原
子
爆
弾
被
爆
者

の
特
別
葬
祭

給
付
金
請
求
の
期
限
が
せ
ま

っ
て

い
ま
す

原
子
爆
弾
の
被
爆

に
よ
り
昭
和

四
九
年
九
月
二
十
日
ま
で
に
な
く

な

っ
た
親
、
兄
弟
な
ど
の
肉
親
を

お
持
ち
の
被
爆
者

の
方
は
、
こ
の

制
度

の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
請
求
期
間
は
平
成
九
年

六
月
二
十
日
ま
で
で
す
の
で
、
お

早
め
に
阿
蘇
保
健
所
健
康
増
進
係

ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
３

２

・
０

５

３

５

ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
養
成
研
修

高
齢
者
の
増
大
と
多
様
化
す
る

要
望
に
応
え
、
適
切
な
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
、

開
催
さ
れ
ま
す
。

研
修
期
間

平̈
成
九
年
八
月
か
ら
平

成
十
年
二
月

研
修
課
程

一
三
級
課
程

（
五
十
時

間
）、
二
級
課
程
（百
三
十
時
間
）（た

だ
し
三
級
課
程
修
了
者
に
限
る
）

申
込
期
間

平̈
成
九
年
六
月
二
十
日

（月
）か
ら
七
月
十

一
口
（金
）

申
込
先

高̈
森
町
役
場
福
祉
係

問
い
合
せ
先

熊̈
本
県
高
齢
保
健

福
祉
課
　
ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
３

・

１
１
１
１
内
線
７
０
９
７
番

餞̀
7   1■

≫ こ颯

ひと時言 Ｅ
な
の
）”移
動
即
日凶
里
日
　
七
月
九
日

（水
）
午
前
十

一
時

役
場
玄
関
前
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

原
爆
被
爆
者
特
別

葬
祭
給
付
金
制
度

I

●  ●

●  ●

ことばは文化です

文化はことばです

先月両親が高森町に来ました。両親といろいろ

なところや町へ行きました。両親は、多くの人と

会いました。その方々から、「お母さんの英語は

早いけど分かりやすいです。でも、お父さんは、

ゆつくりだけどわかりにくいです。」と言われま

した。それは本当かも知れません。

お父さんは牧場を経営しています。そのため牧

場表現を使います。雇つている人とは毎日牧場表

現や俗語を使つています。おまけに、モンタナ弁

も使います。アメリカにもいろいろな方言があり

ます。日本の方言はいろいろな町や県の人に使わ

れています。アメリカでは州ごとにいろんな国か

ら人々が移り住んできました。アメリカの方言

は、いろいろな国の人々からできています。

百年前に同じ様な環境に住む人々が同じところ

に移つて住むようになりました。そして彼らは、

前に住んでいた国と同じ仕事を移住後も、その国

で続けました。たといえば、モンタナヘ移つた人

はアイルラン ドとウェールズから来ました。彼ら

の母国での仕事は、鉱夫でした。モンタナにはた

くさんの鉱山があるので彼らはそこに移住しまし

た。ミネソタ州に移つた人は北欧から来ました。

ミネソタには五大湖があります。彼らは母国で漁

民でしたからその州へ移住しました。また、テキ

サス州に住んでいる人々はメキシヨから来まし

た。

全員が英語を学ぶ。しかしその人達は、違うス

タイルの英語になりました。発音も違うスタイル

になりました。例えば、北欧のことばでは、「th」

がありませんからミネソタの人々は「mother」 と

「father」 の発音は「mudder」 と「fadder」 です。

英語を習う人はたびたび不平を言いますが、私

は同情しません。私は三年前から日本語を勉強し

ていますが、天草の友達のお父さんのことばがぜ

んぜん分かりません。英語も日本語も方言は難し

いですが、大変おもしろいと思います。

言語は文化です。文化は言語です。

化粧は前回出演した先輩達がお手伝い

ドロシー役は二人で演じました

理
ク
ラ
ブ

第

一
回
剣
豪
宮
本
武
蔵
顕
彰

全
国
小
学
生
剣
道
大
会

四
月
六
日

（日
）
熊
本
市
総
合
体
育
館

■
団
体
パ
ー
ト
▽
第
二
位

（安
方
裕

下
本
津
京
二
〓
高
木
陽

一
郎

・
植
田

雄
貴

。
本
村
勇
太
）

第
十
回
広
安
新
人
剣
道
錬
成
大
会

四
月
二
十
七
日

（日
）

広
安
小
体
育

館
　
■
低
学
年
の
部
▽
三
位
　
（住
吉

耕
太

・
石
坂
怜

。
後
藤
源
喜

・
古
庄
甚

貴

・
山
田
悠
貴
）

平
成
九
年
度

大
津
つ
つ
じ
祭
剣
道
大
会

四
月
二
十
九
日

（祝
）
本
田
技
研
体
育

館
■
団
体
▽
準
優
勝

（本
津
京
三

・
石

坂
彩

・
山
田

一
音
Ｔ
植
円
雄
貴

・
安
方

裕
二
）

地
域
や
学
校

・
園
・文
化
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情
報

・
報
告

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（広
報
た
か
も
り
）

へ
塾

勢

一ど籐

耳
）ヽ
輌
銀
）塾

が
‐鎮
機
ｊ
豪】

プ
′′

′ノ
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♂
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．　
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．　
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　ヽ
一　
．　
ヽ
　
　
　
　
ヽ
．
　
「

マ
ル
チ
・
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法

ジンが入るシステムなの。

サークルに入会してもらうのよ._

検「riI〕鍋途覇:亮F盆ぁ
マ`⊃

私もや つてみようかな。

スコイね !

もう絶交 ||

ちよっと、
しつこいわよ|

そんなもの

いらないよつ1

人を増やすことで利益を得
られることが強調されますが.

得をするのは.総機の トップ

仕事を始める際には、高額な

商品を購入することが多い

ので注意が必要です。

奥卜1:暉1‖r'i11]〕』臨....

♂

σ

σ
だけ。
これが、マルチ・

マルチまがい

簡法の仕組み
です。

ガンパッたのに、ちつとも売れないし

友連は失くすし 。

借金までして商品を買つたのに 。

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行
の

「二
十
歳
に

な
っ
た
ら
ご
用
心
」
か
ら
許
諾
転
写

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
ご
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

九
州
通
商
産
業
局
　
消
費
者
相
談
室

ＴＥＬ

０̈
９
２

・
４
８
２

・
５
４
５
８

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室

Ｉ

０̈
９
６

．
３
５
４

．
４
８
３
５

◆世間には甘い誘惑がいつぱい

◆20歳 になつたら、突然知らない人から

の勧誘の電話が増えた

全
国
各
地
の
友
を
、
花

一

杯
の
美
し
い
街
並
み
で
お
迎

え
す
る
た
め
に
、
国
体
の
花

（
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
ラ
ベ

ン
ダ
ー
）
を
先
日
お
配
り
し

ま
し
た
。

職
場
で
、
学
校
で
、
そ
し

て
家
庭
で
育
て
て
み
ま
せ
ん

ヽ
".¶

■

プマリツ
″

か

か

、.■

高森町はテニス競
技の開催地です

(14)
役場の支払日 6/16(月 )6/25(水)7/7(月)  時間 10時から15時まで(3)

お

知

ら

せ
-

‐巌誓i

督ヽ・

ヽ

ヽ

¬

ハ

く
ま
も
と

未
来
国
体

や
、

曇



役場ん若きゃもん紹介
フ̈マイ

私
た
ち
の
生
命
・財
産
を
守
り
ま
す

高
森
町
消
防
団
の
辞
令
交
付
式
が
五
月
二
日
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
町
長
、
団
長
を
は
じ
め
町
内
十
四
の
全
分
団
か
ら
分
団
長
な
ど
百

名
が
出
席
。
階
級
変
更
に
伴
う
二
十
二
名
と
新
入
団
員
十
九
名
に
辞
令
交

付
が
さ
れ
ま
し
た
。
（本
年
度
の
高
森
町
消
防
団
員
数
、
三
百
五
十
二
名
）

ま
た
退
団
者
十
二
名
に
、
永
き
に
わ
た
る
消
防
団
活
動

・
地
域
貢
献
に

対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

)ユ本ひ3し

こ
「
ξ

触
「
‘
―
‐
酔

レ
“
′

　

　

「

脚
黙いに」『

新

入
団

員
紹
介

一
分
団

一
部
　
大
村
　
龍
二

一
分
団
二
部
　
甲
斐
　
泉
龍

一
分
団
二
部
　
工
藤
　
秀
司

二
分
団

一
部
　
佐
藤
　
洋

一

三
分
団

一
部
　
二
子
石
　
誠

六
　
分
　
団
　
石
田
　
昌
司

七
分
団

一
部
　
下
田
　
寿
人

町民の方より “役場の若きゃもんはいっちょんわからん"と いう声を

耳にしましたので、今月号から数回にわたり採用五年以内の職員を紹介

します。役場等で会いましたときには、気軽に声をかけてやって下さい。

よろしくおねがいします。まず今年採用されたばかりの四名です。

石田 昌司

S54.2.12生
(横町)

趣味は…

サイクリング

S53.12.14生

九 九 九 九 八 八
分
団
二
部

十
分
団

一
部

十

一
分

団

十

三

分

団

十

三

分

団

十

三

分

団

十

三

分

団

花
田
　
博
喜

後
藤
　
敏
次

住
吉
　
　
洋

安
方
　
欽
也

住
吉
　
龍
次

宇
藤
　
浩
介

野
尻
　
継
典

森
本
　
敬

一

鶴
林
　
　
浩

吉
良
山
辰
雄

自
石
　
豊
和

吉
良
山
和
博

所属 税務課 固定資産評価係

私は、二月に高校を卒業したば

かりで、まだ戸惑うことばかりで

すが、精一杯頑張りますので、ど

うぞよろしくお願いします。

四月か ら

う生活が始 ま

び

張 ってい

除田 梨香

S54.3.20生
(東 中原 )

趣昧は一

音楽鑑賞

所属 町民福祉課 町民係

私は、町民係で頑張っていま

す。覚えなければならないことば

かりですが一日でも早 く仕事を身

につけたいと思います。

を両立させて楽 し

きたいと思います。
●  ●

緊張した面もちで宣誓書を読み上げる新入団員

お疲れさまでした 鶴林前副団長

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。
　

　

一
般
の
方
の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
旬
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

分
分 分 分 分 団

団 団 団 団 部

楢本野和則

S51.4.26生
(森 )

趣昧は…

魚釣 り

畿
■

こうして放水します

高
森
町
消
防
団
第
五
分
団

消
火
栓
取
り
扱
い
講
習
会

近
年
民
家

の
火
災
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
民
家
密
集
地
を
抱
え
て

い
る
第
五
分
団

（分
団
長
小
林
正

一
）
で
は
、
消
火
器
の
普
及
や
住

民
の
防
火
意
識

の
高
揚
と
初
期
消

火
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
五
月

一
日
、
二
十

一
日
、

二
十
四
日
の
三
日
間
、

１３
ヶ
所
で

消
火
栓

の
取
り
扱

い
の
講
習
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

の
多
く

は
女
性

で
、
消
防
団
員

の
説

明

後
、
消
火
栓
か
ら
の
放
水
を
実
践

さ
れ
、
初
期
消
火

の
大
切
さ
を
あ

ら
た
め

て
認
識

さ
れ

て

い
ま

し

た
。消

防
団
が
到
着
す
る
ま
で
の
数

分
間
が
初
期
消
火
に
は
大
変
重
要

で
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
防
火
運
動

を
繰
り
広
げ
ま
し
ょ
う
。

現
況
届
に
必
要
な
書
類

☆
年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
申
立
書

受
給
者
が
被
用
者

（サ
ラ
リ
ー
マ

ン
等
）
で
あ
る
場
合
に
提
出

☆
前
住
所
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す

る
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

高
森
町
に
平
成
九
年

一
月

一
日
に

住
所
が
な
か
っ
た
場
合
に
提
出

☆
こ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
書

類
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
民
福
祉
課
福
祉
係

（ＩＥＬ
２

・
１
１
１
１
内
線
１
３
０
）
ま

で
。●

=童
士

田
舎
温
泉
　
土
産
に
買
わ
す
藁
草
履

や
せ
我
慢
　
住
め
ば
都
て
書
く
便
り

田
舎
温
泉
　
僕
の
気
分
は
草
枕

や
せ
我
慢
　
体
重
計
の
笑
い
よ
る

じ
ゃ
じ
ゃ
馬
が
　
彼
氏
よ
り
ま
だ
柔
道
着

田
舎
温
泉
　
日
本
の
夜
で
来
る
取
材

ワ
ア
ー
素
敵
　
ゆ
る
る
サ
ン
ゴ
と
た
わ
む
れ
る

球
春
来
た
る
　
赤

ヘ
ル
も
居
る
河
川
敷

や
せ
我
慢
　
青
筋
立
て
ゝ
笑
う
秘
書

急
ぐ
と
損
　
自
馬
の
騎
士
の
来
ら
す
筈

旬

村
地
蔵
燃
ゆ
る
若
葉
に
隠
さ
れ
て

日
に
い
く
度
痛
み
し
窓
よ
り
春
惜
し
む

病
の
床
今
日
も
終
り
か
春
入
日

可
憐
さ
に
立
ち
去
り
難
し
花
あ
け
び

初
独
活
の
肴
で
飲
め
ば
ほ
ろ
酔
い
ぬ

過
疎
の
村

一
軒
だ
け
の
鯉
の
ぼ
り

故
郷
は
今
を
盛
り
の
樹
々
若
葉

廃
屋
の
軒
端
菜
の
花
咲
き
満
ち
て

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

児
童
手
当
制
度
は
、
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が

（
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の

月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
所

得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

第

一
子
と
第
二
子
に
つ
い
て
は
月
額
五
千
円
、
第
三
子
以
降
は
月

額

一
万
円
で
す
。

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
六
月
中
に

「児
童
手
当
現

況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
は
、
毎
年
六
月

一
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
け
の
提
出
が
な
い
と
、
六
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

巴

ム
叉
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コ

ロ
Ｈ
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蘇
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会
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田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

岡
本
　
琴
司

林
田
　

一
声

渡
辺
　
雲
海

浦
塚
　
南
天

松
野
　
笑
声

武
田
　
南
郷

（河
原
す
す
き
野
句
会
）

本
田
　
訓
子

後
藤
　
法
龍

森
　
　
正
六

阿
部
タ
ツ
エ

森
　
　
政
隆

後
藤
や
よ

い

本
田
　
初
雄

後
藤
あ
ら
し

あ
チ
が
ん
ろ ′

|ヽ

′
、
ぃ

ヒ

一
さ

■
一

・
ん
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と
の
も
ま
バ
んヽ
ら
蹴

ヵ
し，か
な
．
こ
れ

同

で
駆
・力
ｏ

光
せ
い

(4)
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ふたごいし  まこと

二子石 誠
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所属 高森小学校給食共同調理場

僕は給食センターの方で調理を

やっています。他のセンターの人

達と一緒に安心できる給食を作っ

ていきたいと思っています。
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上
一
゛
　

‐

て 考え

自

然

保

護

ふ
る
さ
と
の

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は
、
世
界
中
で
阿

蘇

の
東
外
輸
山
の
高
原
だ
け
に
生

育
し
て
い
る
植
物
で
す
。
草
原
の

減
少
や
盗
掘
に
よ

っ
て
個
体
数
が

急
減
し
、
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、

「特
定
国
内
希
少
野
生
動
植

物
種
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
を
守
り

将
来

に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
、

次

の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
下
さ

い
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い

い
た
し
ま
す
。

す
ｃ

け
自
生
地
周
辺
で
は
、
外
来
種
や

近
縁
種

の
栽
培

は
控

え

て
下
さ

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
の
仲
間
に
は
、
北

海
道
に
自
生
す
る
エ
ゾ

ハ
ナ
シ
ス

ブ

や
カ
ラ
フ
フ
ト

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
自
生
す
る
セ
イ

コ

ウ

ハ
ナ

シ
ノ
ブ
な
ど

が
あ

り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
種
を
阿
蘇

の
ハ
ナ

シ
ノ
ブ
と

い
っ
し
ょ
に
栽
培
す
る

と
、
交
雑
し
て
雑
種
を
作
り
出
す

可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

雑
種
が
で
き
る
と
純
粋
な
阿
蘇
の

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は
絶
滅
し
て
し
ま
い

か
ね
ま
せ
ん
。
自
生
地
周
辺
で
の

外
来
種
や
近
縁
種

の
栽
培
は
控
え

て
下
さ
い
。

０

ハ
ナ
シ
ノ
ブ

の
植
え
戻
し
は
絶

対
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は
、
町
内
の
ど
こ

に
で
も
あ
る
と

い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
町
内

の
分
布
域
は
ご

く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生

育
地

に
よ

っ
て
花

の
形
や
色
な
ど

微
妙
な
違

い
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
産
地

ご
と
に
環
境
に
適
応

し

て
遺
伝
的

に
多
様
な
も

の
に

な

っ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
点
を
考
え
ず
に

原
野
に
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
を
植
え
戻
す

こ
と
は
、
分
布
域
や
遺
伝
子
の
か

く
乱
を
も
た
ら
し
、
ハ
ナ
シ
ノ
ブ

が
東
外
輪
上
に
生
育
し
て
き
た
こ

と
の
価
値
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
植
え
戻
す
種
子
が
別

系
統
の
遺
伝
子
や
病
気
を
持

っ
た

も
の
で
あ
れ
ば
、
純
粋
な
阿
蘇
の

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
を
絶
滅
さ
せ
て
し
ま

い
か
ね
ま
せ
ん
。
少
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
植
物
を
植
え
戻
し
て
増
や

す
こ
と
は
と
て
も
善
い
こ
と
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
盗
掘
に
匹
敵

す
る
自
然
破
壊
の
行
為
で

「善
意

の
自
然
破
壊
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
阿
蘇
の
ハ
ナ
シ
ノ
ブ

を
守
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い

る
の
は
、
減
少
に
向
か
わ
せ
て
い

る
原
因
を
取
り
除
き
、
個
体
数
が

回
復
で
き
る
よ
う
に
生
育
環
境
を

整
え
て
や
る
こ
と
な
の
で
す
。

〈
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
保
護
増
殖
連
絡
協
議
会
〉

は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
の
お
知
ら
せ

６
月
２２
日
（第
４
日
曜
日
）

午
前
十
時
半
か
ら

阿
蘇
野
草
園

は
な
し
の
ぶ
広
場

（体
暇
村
南
阿
蘇
内
）

恥
一

υ
一
“
盗
掘
を
町
民
み
ん
な
の
日
で
防

》
一
止
し
ま
し
よ
う
。

自
生
地
か
ら
、
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
の

種
子
や
苗
を
採
取
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す

（違
反
し
た
場

合
に
は
、
罰
則
が
あ
り
ま
す
）
。
こ

の
た
め
、
保
護
区
や
そ
の
周
辺
で

は
盗
掘
防
止
の
た
め
巡
視
員
が
巡

回
し
て
い
ま
す
が
、
少
人
数
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ナ
シ
ノ
ブ

自
生
地
の
近
く
で
お
仕
事
さ
れ
る

町
民
の
皆
さ
ま
の
目
に
よ

っ
て
、

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
の
自
生
地
を
守

っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
盗
掘
を
防
ぐ

た
め
に
最
も
効
果
的
な

こ
と
で

ソヽ

避難場所を確認 してください

◎火山噴火、風水害、地震、火災など人災害が、発生

した時、避難場所として町が決めているところは、

次のとお りです。

◎町の防災計画では、町を大きく5つに分けて、避難

場所が設定されています。災害と各地区の実状に

よって、近 くの公民館や学校跡地などが、避難場所

に定められる場合もあります。

災害事前準備品・持ち出 し品

◎一応の日安として、家庭で必要な物をあげてみまし

た。この他最小限に何が必要かは、この機会に家庭

や、職場で話 し合ってみましょう。

衣 :下着、防寒着、雨具、長靴、タオル、軍手、ヘル

メット、防災ずさん

医 :家庭用救急医薬品

食 :米、塩、乾パン、缶詰、水、食器類 (食器、缶切

り、水筒、ナイフ等)

住 :毛布、懐中電灯、ラジオ、電池、マッチ、ろうそ

く、ビニール袋、新聞紙、ちり紙

貴 :貴重品 (預金通帳、現金、印鑑、健康保険証等 )

●  ●

●  ● 宮本栄養士のいただきます

忘
れ
た
頃
に

で
は
、
毎
年
梅
雨
の
時
期
に
道
路
や
農
地

発
生
し
て
お
り
、
数
年
に

一
度
は
大
き
な

て
い
ま
す
。

で
は
、
昭
和
六
十
三
年

雨
に
よ
り
農
地
や
道

な
ら
ず

、
〓

名

犠
牲
と
な
り
ま
し
た

日
力
″

う

日

力
″

道
路
の
崩
壊
、
近

．の
犠
牲
者
が
で
ま

な
ど
の
大
き
な
災

て

い

。

フ

雨

て

ま

す

ノ
く
、

た
頃
に
や

っ
て
き

ど
の
天
気
予

対
応
を
し
て
お

い
て
は
、
次
の

一■

デ

ｕ

か
け
て
特
に
注

大豆おこし

6月 4日 から 10日

までは、歯の衛生週間

です。健康を保つため

には歯の役割は大変大

きなものです。年を取つても健康な歯を

残すため、現在、8020(80歳で 20本

の自分の歯を残す)運動が展開されてい

ます。これは小さい頃から歯を強くする

ことが必要です。そこで子どもも喜んで

食べられ歯を強くするおやつの作り方を

今回掲載します。

是非、お試し下さい。

□ 材 料

大豆 109/ごはん40g/い り

こ59/黒砂糖39/水飴3g/
1易げ)由 69/青θ)り  佛分)29

□ 作り方

①ご飯はさつと洗いねばりをとり

乾燥させる (凍 らせても良い)

これを油でからりと揚げる。

②大豆は3時間ぐらい水につけ、

水けを切り油少量でいり揚げる。

③いりこはからいりしておく。

④黒砂糖、水飴に水少量を入れて

ゆつくり煮とかし小さい泡がで

るようになつたらC(X3を 一度

に入れて混ぜ、青のりをまぶし

アルミホイルに油をひきまきす

で巻き、冷めたら食べやすい大

きさに切る。

「強い子よい歯のおやこコンクール」より

地区名 避 難 場 所

高 森 高森小学校 高森中学校 林業総合センター

色 見 色見小学校

上色見 上色見小学校

野 尻

草 部 基幹集落センター 草部中学校

↑ /ヽ↑

身
の
ま
わ
り
の
人
権
の
問
題

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
女
性
差
別
、
障
害

者
差
別
、
学
歴
の
問
題
、
職
業
の
問
題
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
権
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

あ
な
た
は
、

「女
の
く
せ
に

・
・
・
。
」

「女
の
子
は
、
高
校
ま
で

・
・
・
。
」

な
ど
の
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
、
女
性
を
低
く
み
た
り
、
軽
く
み
た
り
す
る
意
識
か
ら
で
た
も
の

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
識
は
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
私
た
ち
の
生

活
の
中
に
長
い
問
残
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

教
育
を
ど
れ
だ
け
受
け
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
ど
こ
の
学
校
を
出
て
い

る
か
な
ど
で
、
人
の
価
値
を
決
め
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

「〇
〇
大
学
卒
業
だ
か
ら

・
・
。
」

「○
○
し
か
で
て
い
な
い
か
ら

・
・
・
。
」

な
ど
で
す
。

社
会
に
出
て
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
実
績
は
、
必
ず
し
も
学
歴
と
は

一
致

し
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、
人
間
の
社
会
的
地
位
や
人
物
の
評
価
ま
で
を

学
歴
に
よ

っ
て
決
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
実
力
よ
り
も
肩
書
き
の
方
が
重

視
さ
れ
る
と
言
う
か
た
よ

っ
た
見
方
に
な
り
ま
す
。

職
業
に
貴
賤
は
な

い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

「あ
ん
な
仕
事
は
ね
え

・
・
・
。
」

「勉
強
し
な

い
と
○
○
な
仕
事

に
し
か

・
・
・
。
」

と

い
っ
た
、
そ
の
仕
事

の
大
切
さ
よ
り
も
、
職
種

・
収
入
に
よ
り
軽
重
を

つ
け
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

と

こ
ろ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
は
、
い
ず
れ
も
社
会

に
と

っ
て
必
要
な

仕
事
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
ど
の
仕
事
が
い
い
と
か

つ
ま
ら
な

い
と
か

言
え
な

い
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
身
の
回
り
の
不
合
理
・不
平
等
に
目
を
向
け
、

そ
れ
を
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
や
実
践
力

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
が
差
別
の
解
消
に
大
き
な
力
と
な

っ
て
い
き
ま
す
。

高
森
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会

ポ イ ン ト
残りご飯を利用して乾飯を作つて

おくとよい。

まとめる時はボール状にまとめて

おくとよい。

栄 養 量
エネルギー

タンパク質

カルシュウム

ビタミンA
ビタミンB

1 88kcal

8.6g
159mg
2401u
lmg

調理時間 価 格

約 20分 80円

(12)(5) 熊本県教育委員会刊行の 「くらしと人権 (保護者用学習資料 )」 から転載

自
`然

|を 守る大 切さ

災
害
発
生
に

ま
す
。

来

==ヽ
♂
=

野尻林業センター 野尻小学校跡地



◎国立公国内での本竹の伐採や造成などを
行う場合は届出 (許可)が必要です。
高森町には阿蘇 くじゅう国立公園に指定されてい

る区域が約 5千ヘクタールあ ります。

国立公園は、すぐれた自然の風景地でありその自

然景観や自然環境を保持するため次の行為を行う際

には、環境庁長官または熊本県知事への事前の届出

(許可)が必要となります。

①家屋などの新築や増改築

②土地造成などの土木工事

③本竹の伐採等

④土石の採取 (給水や温泉ボーリング)

⑤工作物の設置

⑥その他自然環境に影響を与える行為
※注 :事前の届出 (許可)がないと法令違反となりますので、ご

注意下さい。

○ この他、1ヘクタ…ルを越える森林の開発をされる

場合には、許可が必要になる場合があります。

森林において、無秩序な開発によって森林の働き

が損なわれるのを防ぐため土地の形質を変更する行

為 (開墾、表土の書き起こし及び鉱物の採取の行為

等)の面積が 1ヘク舛ルを超える場合には、熊本県知

事の許可が必要になる場合があ りますので、森林を

開発される場合にはご注意下さい。

なお、森林を伐採される場合には、伐採届の提出

が必要となります。

○また、「保安林」に指定されている森林につ

いては、伐採等を行う場合には、許可が必要

になります。
「保安林」は水源の涵養や災害の防備及び生活環

境の保全・形成などの公益的機能 を持った森林 とし

て指定された森林で、いろいろな規制があ ります。

これ らについての、問い合わせ は、

・町農林振興課 (2-1111 内線 125)
・県阿蘇事務所林務課森林保全係

(0967-22-1111 内線 363・ 364)

`震
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AGRiCULTURE NEWS

こうしてね (津留ノブヨさん)

なかなかうまい
(6)

この社会 あなたの税が生きてιヽる

Ｏ
υ

う
０

四
月
二
十
四
日
南
阿
蘇
家
畜
市

場
に
お
い
て
、
畜
産
農
家
の
意
欲

源
泉
所
得
税
の

納
期
の
特
例
と
納
付

給
与
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
し
た

所
得
税
は
徴
収
し
た
月
の
翌
月
十

日
ま
で
に
納
付
す
る
よ
う
に
な

っ

て
い
ま
す
。

給
与
の
支
給
人
員
が
十
人
未
満

の
事
務
所
で
、　
一
定
の
手
続
を
す

る
こ
と
に
よ
り
毎
月
の
納
付
を
年

二
回
の
納
付
で
済
ま
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
れ
を

「源
泉
所
得
税
の
納
期

の
特
例
」
制
度
と
い
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、

一
月
か
ら
六
月
ま
で
に
源
泉
し
た

所
得
税
は
、
七
月
十
日
ま
で
に
、

七
月
か
ら
十

二
月
ま
で
に
源
泉
徴

収
し
た
所
得
税
は
、
翌
月
の

一
月

十
日
ま
で
に
納
め
れ
ば
よ
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
既
に
こ
の
制
度
を
利
用

さ
れ
て
い
る
源
泉
徴
収
義
務
者
の

方
は
、　
一
月
か
ら
六
月
ま
で
に
徴

収
し
た
分
を
忘
れ
ず
に
今
年
は
七

月
十
日

（木
）
ま
で
に
納
め
て
下

さ
い
。
お
分
か
り
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
阿
蘇

税
務
署
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
０

５

５

１

税0
TAXINFORMAT10N

優
良
子
牛
保
留
奨
励
品
評
会

な
）

宇
藤
加
代
子

（と
よ
ま
る
）

高
倉
清
孝

（ま
る
こ
）
大
内
田
奉

文

（第
二
ひ
さ
）
岩
下
利
晴

（第

六
や
す
え
）

向
上
と
、
畜
産
振
興
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
町
主
催

の
品
評
会

を
今
年
も
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
子
牛
価
格
の
上
昇
に
伴

い
生

産
農
家
の
畜
産
に
対
す
る
意
欲
増

大
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
で
は
最
高

の
雌
牛
百
二
十
頭
が
出
陳
さ
れ
資

質
、
体
形
、
発
育
な
ど
に
つ
い
て

厳
し

い
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
（敬

称
略
）

若
齢
の
部

（五
十
五
頭
）

▽
優
等
賞
　
住
吉
好
則

（第
七

へ

い
せ
い
）

▽

一
等
賞
　
甲
斐
廣
國

（は
つ
は

黒
牛
の
部

（六
頭
）

▽
優
等
賞
　
本
田
健

一

（た
か
え

等
賞

山
田
金
光

（た
か
は

◆
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

期
間
が
不
足
し
て
い
る

―
そ
ん
な
人
は
任
意
加
入
制
度
を
利
用
し
ま
し
よ
う
―

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
を
受

け
た
期
間
、合
算
対
象
期
間
な
ど
を
合
わ
せ
て
二
十
五
年
以
上
必
要
で
す
。

こ
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ
た
人
や
、
満
額
の
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
人
は
、
六
十
歳
以
降
六
十
五
歳
ま
で
畏
き
続
き
国
民
年
金
に
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
三
十
年
四
月

一
日
以
前
生
ま
れ
で
六
十
五
歳
ま
で
任
意
加

入
し
て
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
、
さ
ら

に
七
十
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
受

給
資
格
を
満
た
す
ま
で
の
期
間
に
限
ら
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
を
受
け
た
期
間
や

合
算
対
象
期
間
等
を
合
わ
せ
て
二
十
五
年
以
上
を
満
た
す
と
受
給
権
が
発

生
し
ま
す
。
受
給
権
を
得
れ
ば
、
六
十
歳
以
降
、
ご
自
身
の
好
き
な
と
き

に
請
求
で
き
る
仕
組
み
と
な

っ
て
お
り
、
今
日
で
は
、
老
後
を
支
え
る
大

事
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
に
は
、
農
業
者
年
金
な
ど
の
受
給
中
で
お
忘
れ
の
方
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
今

一
度
、
ご
確
認
下
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限

を
も
う

一
度
ご
確
認
下
さ
い

あ
な
た
の
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
も
し
、
有
効
期
限
の
切

れ
た
保
険
証
で
受
診
さ
れ
ま
す
と
医
療
機
関
の

窓
口
で
、
医
療
費
を
十
割
請
求
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

も
う

一
度
有
効
期
限
を
確
認
の
う
え
更
新
さ

れ
て
い
な

い
場
合
は
役
場
国
民
健
康
保
険
係
の

窓
口
で
至
急
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
、
新
し

い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
平
成
十
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
最
高
限
度
額

の
改
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

る ▽ い

●  ●

●  ●

広報

‐
目保と者ス医療は勁け含い

◆
受
給
権
者
の
皆
さ
ま
、
年
金
受
給
の

た
め
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

平
成
九
年
度
課
税
分
か
ら
、
国
の
決
議
に
よ

り
最
高
限
度
額
が

一
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
五
十

二
万
円
か
ら
五
十
三
万
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

申
込
み

・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
…
・

高
森
町
役
場

・
税
務
課

・
国
民
健
康
保
険
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１
（内
線
１
５
２
番
）ま
で
ど
う
ぞ
。

詳
し
く
は
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

六
月
は
町
県
民
税
（
一
期
Ｙ
国
民
保
険
税
（二
期
）の
納
期
で
す
　
納
期
限
（六
月
三
〇
日
）ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

壮
齢
の
部

（五
十
九
頭
）

▽
優
等
賞
　
住
吉
正
史

（ま
る
み

つ
）

▽
一
等
賞
　
児
玉
国
広

（第
五
ふ

く
さ
か
え
）

瀬
井

　

一

（き
よ

ふ
く
）

松
本
由
紀
美

（き
よ
か

ぜ
）

川
部
喜

一
（第
六
な
み
）
後

藤
保
幸

（き
く
ひ
め
）

ｌｉ
月
七
日
高
森
汁
動
円
の
津
留
康

憲
さ
ん
の
川
ん
ぼ
で
高
森
小
学
校

の
五
年
生
五
卜
四
人

（
＾
組
高
橋

先
生
、
二
組
千
場
先
生
）
が
田
柚

え
を
し
ま
し
た
、ヽ

社
会
科
農
業
体
験
授
業
で
の
こ

と
。
初
夏
を

思
わ

せ

る
陽
気

の

中
、
こ
の
日
ば
か
り
は
担
任

の
先

生
も
生
徒
に
な
り
、
■
徒
と
　
緒

に
、
津
留
ノ
ブ
ョ
さ
ん
か
ら
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
泥
ま
み
れ

で
田
植
え
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

農
家
の
子
が
多
い
の
で
す
が
、
わ

が
家
で
の
農
作
業
の
経
験
は
少
な

く
、
ほ
と
ん
ど
が
、
田
ん
ぼ
に

入

っ
た
の
は
初
め
て
で
、
楽
し
く

は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

休
憩
時
間
で
の
川
で
の
水
遊
び

は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
室
内
の
遊

び
し
か
し
て
い
な
い
現
代
の
小
学

生

に
は
、
貴
重
な
体
験
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

田
植
え
終
了
後
、
み
ん
な
で
津

留
さ
ん
宅
か
ら
差
し
入
れ
ら
れ
た

鰻
頭
を
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

夏
休
み
前
に
は
、
草
取
り

・
秋

に
は
稲
刈
り
の
体
験
を
す
る
こ
と

に
な

っ
て
お
り
、
自
分
た
ち
の
植

え
た
米
で
の
お
に
ぎ
り
が
食
べ
ら

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
待

っ
て
い

ま
す
。

植えたばかりの田んぼをバ ックに全員集合

目

民

年

金

だ

よ

り

国民健康保険だより



委  員 (敬称略)

補充員 (敬称略)

桐原央吉 大字高森 1266

住吉時吉 大字色見2667

井上英雄 大字矢津田2878

野尻善人 大字津留762

固定資産評価審査委員に野崎さん

後藤 仁さん (洗川)の任期満了に伴い後

任に野崎保男さん (下町)が任命されました。

これにより固定資産評価審査委員は次の三名

となりました°         徹称略)

地下麟サリ 件被‖書

九趙 二
ノ/IR雅

 ,1ン 織ヽよ|   、|、 ァ

悲 しみを胸に

繰 り返す まいあや まちを平和の誓いあ らたに

今年は第 2次世界大戦終結 52年 目。日本はこの間、戦

後復興から高度経済成長へと突き進み、世界を代表する経

済大国へと発展 してきました。しかし、年数は経てどもご

遺族の苦しみと悲しみ、そして残した家族の行 く末を案じ

戦場に散られた英霊の痛恨の想いは癒えることはないで

しょう。

この家族と、英霊の気持ちに少しでも報たいと、今年も

5月 18日 (高森・色見地区)と 19日 に草部地区と野尻

地区の3ヶ所において追悼式が行われました。

各地区ともご遺族や戦友の方々と来賓各位が追悼の言葉

を捧げられるとともに新たなる平和への誓いを胸に献花さ

れました。

平和な日本。その創造には、大きすぎる犠牲でした。私

たちは平和の尊さを真剣に考え一人ひとりが心に刻まなけ

ればなりません。永久の平和を願って。

任
期
満
了
に
よ
り
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
が
次
の
と
お
り
改
選
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
九
年
五
月
十
日
か
ら
平
成
十
二
年
五
月
九
日
ま

で
で
す
。

Ｊ

／

む
▼
Ｊ

写
真
の
三
名
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
指
名
手
配
犯
人
で
す
が
、
偽
名

や
変
装
な
ど
を
し
て
貸
家
、
ア
パ
ー
ト
、
別
荘
、
宿
泊
施
設
な
ど
に
潜
伏

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
情
報
で
も
結
構
で
す
か
ら
お
心
当
た
り
の
方
は
、
今
す
ぐ

高
森
敬言
察
署

（２

・
０
１
１
０
）
、
１
１
０
番
ま
た
は
オ
ウ
ム
２４
時
間

（フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

・
０
０
６
０
２
４
）
ま
で
ご

一
報
下
さ
い
。
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平 田  信 (31嗣
183セ ンチくらい
髪が濃い
あごがとがつた感じ

菊池 直子 (24歳 )

159セ ンチくらい
右こめかみに小豆の
ほくろ

高橋 克也 (37歳 )

173セ ンチくらい
中肉

鼻に眼鏡痕

消防なんでも南部分署

長委員

委

委

● ‖:lil消 '「19)Ё ti′)多)亘■1器

報
告
会
に
は
、
今
村
町
長
を
は

じ
め
県
事
務
所
総
務
振
興
課
、
研

究
会
メ
ン
バ
ー
な
ど
二
十
五
人
が

出
席
。
「野
外
田
楽
イ
ン
た
か
も

り
９６
」
開
催
に
お
い
て
は
、
イ
ベ

ン
ト
手
法
の
習
得
や
各
種
の
催
し

物
を
集
約
化
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
高
森
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
の
方
向
性
が
生
ま
れ
た
こ
と
。

ま
た
、
高
森
町
を
広
く
県
内
外
に

Ｐ
Ｒ
で
き
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

同
研
究
会
で
は
、
現
在

「味
な

高
森
」

へ
向
け
た
食
の
カ

レ
ン

ダ
ー
を
制
作
中
で
す
が
六
月
に

は
、
各
家
庭

へ
配
布
で
き
る
よ
う

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
同
研
究
会
と
し
て
は
、
継

続
的
な
活
動
を
展
開
さ
せ
る
た

め
、
新
た
に

「味
な
高
森
研
究
会
」

（仮
称
）
を
組
織
し
平
成
十

一
年

開
催
の
く
ま
も
と
未
来
国
体

（本

町
テ
ニ
ス
競
技
）
の
成
功
に
向
け

て

「食
と
交
流
の
町
」
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

熊
本
県
の

「
い
き
い
き
地
域
づ
く
り
事
業

（平
成
七

・
八
年

度
）
」
指
定
に
よ
る
高
森
町
活
性
化
研
究
会

「１９
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
の
平

成
八
年
度
の
事
業
報
告
会
が
、
四
月
二
十

二
日

（木
）
行
わ
れ
、

事
業
内
容
や
、
そ
の
効
果
、
収
支
精
算
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

「
自
と
棄
流
の
町
」
づ
く
り

，
活
性
化
研
究
書
が
報
苦
書

||||||‐ ||||‐
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=本
馨 1

①有効な消火ができる距離まで可能な限り大元に近
づく

②姿勢を低くし、炎や煙、熱から身を守る

③風上から消火する

④燃えているものに確実にかける

⑤出入り口を背にして、いつでも 脱出可能な状態
にしておく

1贔叙F  ⌒ fヽ
卜、、̀

鮮 ''|:′年
'′  ご・■ 7■

〆

揃えておきたい消人の道具

消火器を使う前に
・消火器には泡、粉末、強化液などの種類がありま

す。適応する火災の種類や正しい使い方を覚えて

おきましょう。
_⌒

r、 日x0

ウ
／

ソ
／
・

r●

ぶ 直虹墨 聾盪
=歪

ゝ

・消火器は年月が経つに連れ、劣化してきます。使

用期限を確認し業者に頼んで点検、整備、交換、再

補充などをしてもらう必要があります。

*初期消人のチャンスは ?
出大しても人はすぐに燃え広がるわけではありま

せん。あわてずに消火することが大切です。

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署 電話 2-9034(7)

委員長

馬原伴男 大字高森 1295

職務代理者

後藤文数 大字上色見554

委員

中嶋孝輝 大字車部 100

委員

鶴林壽典 大字河原609-2

消防署だより

匡
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加 来 拮 雄 大字津留675

矢津田  勇 大字中202-3

大字高森1636野 崎 保 男

消火器   三角バケツ  簡易消火用具
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事務内容と部署ご案内
平成 9年 4月 1日現在
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高森町役場/課・所・局 E室 酉己置表

」墓蒻厖Z璽霧口1農林振興課長 芹 日 誓彰

■農業振興係
農水産業・畜産振興、農林業地域改善対策事業、就業者の指導
育成等に関すること。

●係長 佐伯実範 ○係 阿部恭三 二子石誠(新規採川 )

■農地係
農地等の調整、米穀等主要食糧の管理・販売、農業委員会、農
業者年金、農業構造改善事業等に関すること。

●係長 田上美男 ○係 後藤和幸 村 |]島 立章 岩下 徹

■林業振興係
林業の振興、治山事業、林業構造改善事業等に関すること。

●係長 甲斐末久 ○係 丸山雄平

電 算 室

議  場

燿菱雲 嚢麗扇口 議会事務局長 岩下 靖 彦

■庶務係
町議会の開催・運営・経理、議員互助・共済、町予算監査、
選挙の実施等に関すること。

●係長 岩下茂巳

遡髪憂曇 教育長 松野 清

事務局長 岩下 弘三

■学校教育係
町立小・中学校等の学校教育予算、事務局・教育機関の給与
人事等に関すること。

●係長 長尾和博 ○係 荒牧 久

議 会 委 員 会 室

■施設管理係
学校・社会教育施設の管理運営・整備拡充等に関すること。

●係長 (事務局長兼務 )

厖櫂妻蒻藍蒻3L水 資源対策課長 住吉 五人

■社会教育係
社会教育、文化財、公民館活動、文化・体育等の振興に関すること。

●係長 後藤正三 〇係 秋山清三 岩下そのえ

○社会教育指導員 児玉邦男 杉本隆雄

○英語指導助手 エーミ・ドリックス■維持管理係
水資源の保護、開発、水道使用料の賦課徴収、農業用水
水質検査等に関すること。

●係長 瀬井公吉郎 ○係 岩田秋広 岩下雅広

田丁 長 今村博信
」厖髪肇藍類1臓 建設課長 岩 下 生 人

■土木係
道路、河川、橋梁、清梁等に関
すること。土木災害に関する
こと。

●係長 後藤秀希

○係  甲斐邦博 佐藤武文

野尻光也 勝本 歩

■建築係
町有営造物の建築、営繕、建
築基準法等に関すること。

●係長 岩下昭久
○係 佐伯 実

庁 議 室

助 役 相馬 忠幸 」厖塑塑配ヨll企 画課長 阿南 哲也

■企画財政係
町振興計画策定、予算・財政、
町勢の調査・統計等に関するこ
と。

●係長 村上源喜

○係  河崎みゆき

沼田勝之

■国体推進係
国体の開催準備、運営等に関
すること。

●係長 lll村 膳護

○係  安方 含

■開発推進係
地域開発、企業誘致、地域振
興計画、環境保護等に関する
こと。

●係長 古澤建生

○係  阿南一也

■温泉管理係

●係長 色見隆夫

Zヨ堕甕彊騒IL商 工観光課長 桐 原 一 紀

■商工観光係
商工業・観光振興、観光PRに 関すること。

●係長 橋本和則

」厖璽展甕蒻1鳳 総務課長 有 働 和 幸

■行政係
消防団、防災、条例の制定・改廃、職員の人事、給与、福利厚
生等に関すること。

●係長 広本富八  〇係 安藤吉孝 福永輝子

■管財係
町有建物、町有林、車両などの町有財産全般と電算組織の管理
・運営・調整等に関すること。

●係長 甲斐利男 ○係 自石一弘

■広報統計係
広報、自衛隊、交通安全対策、統計等に関すること。

●係長 岩下公治 ○係 I月 上 ,,や 尚

■電話交換手 橋本加余子

■熊本県庁出向 東 幸祐

■総務課付 熊谷征男

コ ピ ー ロFAX機 器 」勝蒻扇配ヨIL税 務課長 二 子 石 範 男

■地籍調査係
地籍調査、同実施推進委員会、国土調査法等に関すること。

●係長 色見継治 ○係 甲斐峰雄 高崎康誌

■固定資産評価係
固定資産の調査・評価、同審査委員会運営等に関すること。

●係長 村嶋兵志郎 ○係 井上寿  ́ 石田昌司(新規採用)

■国民健康保険係
国民健康保険税の財務、賦課徴収、保険給付、老人医療等に関
すること。

●係長 佐伯秀和 ○係 安藤厳夫 後藤健一

■課税係
町税の賦課 徴収等に関すること

●係長 岩下光廣 ○係 古庄秀子 古沢要介

』Z覇蒼認傷ヨL町 民福祉課長 渡 辺 哲 郎

■保健衛生係
保健衛生、狂犬病予防、母子保健、墓地及び改葬等に関すること。

●係長 杉田則秋 ○係 津留大輔 ○保健婦 橋本今朝子

野中裕美子 ○栄養士 宮本直美

■同和対策係
同和対策福祉事業に関すること。

●係長 二子石衛

■福祉係
老人・児童・母子・身障福祉、援護法、国民年金等に関すること。

●係長 後,I壊 三治 ○係 佐藤幸一 松本満夫 堀田美幸

後藤一寛 員原友紀

■町民係
転入等の住民異動、戸籍、住民票、印鑑等の各種証明等に関すること。

●係長 中尾篤志 ○係 馬原恵介 除田梨香(新規採用)

ZZИ髪諄 収入役 後藤萬蔵
収入役室長 岩下 紀久雄 (会計係長兼務)

■会計係
現金、有価証券等の出納・保管、記録、支払の審査、決算調整、
物品の取得管理、用品調達基金関係等に関すること

○係 占庄良一 高本恵美子

野 尻 出 張 所 長  田 上  員
一

TEL.09676-5-021l FAX.5-0212

■野尻地区内の防災・防犯、戸籍、住民基本台帳関係の転入出届出受理、印鑑登
録及び各種証明等に関すること。

●住民係長 工藤英二

野尻出張所

l■l草部地区内の防災・防犯、戸籍、
録及び各種証明等に関すること。

●住民係長 甲斐敏文

事部出張所
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車部出張所長 岩下 健治


